
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
被
災
地
家
族
受
け
入
れ
に

ご
協
力
を
！

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
・

汚
染
地
に
暮
ら
す
家
族
の
保
養

を
目
的
と
し
た
高
知
・
の
び
の

び
青
空
キ
ャ
ン
プ
in
香
美
を
開

催
し
ま
す
。
で
き
る
範
囲
で
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
程
】
７
月
21
日
（
土
）
〜

28
日
（
土
）

【
場
所
】
ほ
っ
と
平
山
（
土
佐

山
田
町
平
山
）

　寛文４年（１６６４）、

奉行野中兼山は、山田堰を

築き、舟入川・中井川・上

井川を完成させて、山田台

地に約１２７haの水田を開

いたが、上井川から横堀川

が完成しても、西本町３丁

目以西が恩恵を受けたにと

どまった。横堀川から東は

水利に恵まれず、兼山は倉入（土佐山田町古町）に

住む伝左衛門・武兵衛兄弟の意見を入れて、二カ

所に大井戸を掘って共同井戸とした。それ以降、

人家が増加し始めたと言われている。

　駅前通り商店街筋南の交差点と東本町３丁目の

郵便局の南側にあるのがこれである。

　駅前通りの井戸は、直径２．４ｍ、深さ１０．５

ｍで、丸鉄板で保護されている。

　東本町の井戸は、径１．８ｍ、深さ１２ｍの大き

さがある。

　大井戸の

建設には、

高岡郡から

東６郡の井

戸掘り職人

を動員した

と言われ、

住民は、感

謝の思いから公儀の井戸と呼んだ。万治年間(１６

５８～１６６０)には、山田野地町が形成された。町

の発展は舟入川の川輸送によるもので、物部川上

流部や嶺北の産物を集荷し、折り返して、生活物

資が送られた。江戸時代初期は、新田開発でも知

られるように人口増加が進み、商品販売・製造販

売や藩外への売さばき問屋も出現した。人の集ま

る所は人を呼び、やがて市も立つようになった。

　土佐山田町は山す

その集落の歴史は古

いが、山田野地の発

展は、江戸時代初期

からで、山田堰と舟

入川、公儀の井戸、

そして野中兼山の人

を得て、歩みを始め

たものである。

　　 （香美史談会）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
看
護
師
）

の
募
集

　

イ
ベ
ン
ト
中
の
事
故
に
備
え

て
、
看
護
師
資
格
を
お
持
ち
の

方
を
募
集
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
氏
名
・
年
齢
・

住
所
・
電
話
番
号
（
携
帯
電
話

番
号
）
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
可
能
日
を
記
載

し
、
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
し
込
み
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

   n
o
b
in
o
b
iao
zo
ra2
0
1
2
@
g
m

ail.co
m

■
募
金
・
寄
付
の
お
願
い

【
募
金
箱
設
置
場
所
】
香
美
市

役
所
・
香
美
市
社
会
福
祉
協
議

会
・
駅
前
い
ん
ふ
ぉ
め
ー
し
ょ

ん
ほ
か

【
寄
付
振
込
先
】
ゆ
う
ち
ょ
銀

行　

記
号
番
号
＝
０
１
６
２

０
・
５
・
６
８
９
２
４　

加
入
者
名
＝
の
び
の
び
青
空
キ

ャ
ン
プ
実
行
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】
高
知
・
の

び
の
び
青
空
キ
ャ
ン
プ
実
行
委

員
会　

島
津

☎
090
・
８
２
８
２
・
８
５
５
６

◆
モ
ラ
ロ
ジ
ー

　
　
　

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

【
日
時
】
７
月
９
日
（
月
）
〜

10
日
（
火
）
19
時
〜
21
時

【
場
所
】
高
知
工
科
大
学

【
演
題
】
心
が
つ
く
る
人
生

【
講
師
】
片
山
紘
子
・
福
島
道

博
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）

【
参
加
費
】
１
５
０
０
円

【
主
催
】
公
益
財
団
法
人
モ
ラ

ロ
ジ
ー
研
究
所

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

香
美
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

☎
52
・
５
５
０
５

 

▼
特
集
し
た
繁
藤
大
災
害
。
二

度
の
山
崩
れ
と
思
っ
て
い
た
の

が
、
五
度
も
崩
れ
て
い
た
り
、

繁
藤
以
外
で
も
大
き
な
被
害
が

出
て
い
た
り
と
、
取
材
を
通
じ

て
、
初
め
て
知
る
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
行
方
不
明
者
の

捜
索
現
場
の
壮
絶
な
様
子
を
聞

く
と
、
必
ず
く
る
と
言
わ
れ
て

い
る
南
海
地
震
の
復
旧
作
業
が

想
像
さ
れ
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
し
た
。　
　

（
細
木
）

 

私
は
高
知
工
科
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
基
盤
工
学
専
攻

１
年
で
す
。
昨
年
10
月
に
香
美

市
に
来
ま
し
た
。
今
は
光
通
信

研
究
室
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
セ
ン

サ
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
趣
味

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
す
。

　

故
郷
、　

台
を
紹
介
し
ま

す
。
〝
シ
ン
タ
イ
〞
と
読
み
ま

す
が
、
日
本
読
み
だ
と
〝
け
い

だ
い
〞
と
読
ま
れ
る
で
し
ょ
う

か
。
シ
ン
タ
イ
は
河
北
省
の
南

の
方
に
あ
り
ま
す
。
北
京
か
ら

南
へ
約
400
㌔
㍍
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
有
名
な
も
の
を
二
つ
挙

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は

白
雲
洞
と
い
う
鍾
乳
洞
で
す
。

洞
内
に
は
め

ず
ら
し
い
石

筍
が
あ
り
、

世
界
中
か
ら

観
光
客
が
来

ま
す
。
神
秘

的
で
美
し
い

で
す
。
龍
河

洞
が
あ
る
香

美

市

と

地

理
、
地
学
的

に
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
二

つ
目
は
桃
で
す
。
大
き
く
て
甘

い　

台
桃
は
中
国
で
一
番
で

す
。
桃
の
産
地
で
す
か
ら
、
冬

暖
か
く
て
、
夏
涼
し
い
で
す
。

　

香
美
市
で
は
皆
さ
ん
が
野
菜

や
み
か
ん
、
柿
な
ど
の
果
物
を

育
て
て
い
る
の
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
新
鮮
な
魚
が
手
に
入
る

の
も
い
い
で
す
ね
。
お
い
し
い

で
す
。
人
が
多
く
な
い
で
す

ね
。
仕
事
や
勉
強
で
香
美
市
を

離
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
小
さ
い
で
す
が
自
然
で
静

か
な
町
、
香
美
市
が
好
き
で

す
。
週
日
は
勉
強
に
没
頭
し
て

い
ま
す
が
、
週
末
は
長
岡
温
泉

に
泳
ぎ
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
香
美
市
で
の
暮

ら
し
は
快
適
で
す
。
香
美
市
の

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

香美史

記訪探
第３７回
公儀の井戸
（土佐山田町東本町）
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路　

密
芳　　　　　　　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
国　

邢
台
）

広報かみ平成広報かみ平成２２年２年１２月号２月号広報かみ平成２４年７月号 広報かみ平成２４年７月号２５ ２４

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

掲　

示　

板

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

      総務課    ☎５３－３１１２問

問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

くらいれ

ハガキまたはEメールで①クイズの
解答②住所③氏名④電話番号⑤誌

面の感想を記入の上、応募してく

ださい。応募は１人１通とさせてい

ただきます。

■応募締切　７月３１日（火）必着

■あて先　〒７８２－８５０１（住所

記載不要）香美市広報委員会事務

局かみかみクイズ係

　　　

　　総務課☎５３－３１１２

※当選者は誌面で発表します。

Ａ.災害用伝言ダイヤルは○○○を
   ダイヤルする。

Ｂ．奥物部湖水祭の開催日は？

E
第２５回当選者　猪野昌親さん・浅野悦子さん
　　　　　　　　　　　　　（応募総数２７通）
第２６回の解答　A．支援　B．エコチル　C．ゼロ災害

や
な
せ
た
か
し

Ｃ物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん応 募 方 法

解答は、今月号の誌面にあるよ。
携帯からメールで応募しよう。

　　
(山田高校マンガ部)

E

ぜき

〒
●

●

●

井戸
井戸

川川川堀堀横堀川川横堀横堀川

所所所役市役役市市 所所市役市役所市役市市役所

ＪＲ
土佐
山田
駅

国道
１９５

号

今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品

防水充電ラジオライト

災害に備えて

全問正解者の中から抽選で２名様に贈呈！
携帯電話への充電もできます。

手巻き＆ソーラー充電できる

第 ２７２７ 回　かみかみクイズクイズ　第 ２７ 回　かみかみクイズ

東本町の井戸東本町の井戸東本町の井戸

駅前通り交差点の井戸駅前通り交差点の井戸駅前通り交差点の井戸

ル
ー　  

ミ
フ
ァ
ン
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